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広報議会が
リニューアル
しました！

市民との意見交換会を開催しました
12月定例会議の審査内容　ほか

特集

お知らせ

議会広報紙をリニューアルしました

やってはならぬ  やらねばならぬならぬことはならぬものです



表紙に込めた思い
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議会広報紙　表紙の変遷
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市
議
会
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議
会
広
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ত
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ûĀ
年
に
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し
、

議
会
の
৹
議
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ա
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き
ま
し
た
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今
߸
か
ら
、
よ
り

し
み
や
す
く
、
よ
り
ಡ
み
や
す
い
、ủ
議

会
と
市
民
の
օ
さ
Μ
を
つ
な
͙
広
ใ
ࢴ
Ứ
を

ࢦ
し
て
、
øý
年

Ϳ
り
に
全
໘
Ϧ
χ
ỿ
ồ
Ξ
ϧ
を
行
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ま
し
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今
後
も
よ
り
多
く
の
օ
様
に
͝
ཡ
い
た
ͩ
け
る
よ
う
、
分
か

り
や
す
く
ັ
ྗ
的
な
広
ใ
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を

ࢦ
し
て
い
き
ま
す
。

編集方針

市ຽҙݟをىͱͨ͠ࡦαΠΫϧにͮ͘جใࢴ
●結果だけではなく、議論の経過が分かる紙面
●議会の活動状況が分かる紙面
●分かりやすく、興味を持って最後まで読み進められる紙面

ΑΓ͠Έす͘ʂ
●�タイトルを「あいづわかまつ広報議会」か
ら「あいづわかまつ議会だより」へ、議会
広報紙をイメージしやすく、親しみを感じ
られる名称へ変更
●�会津木綿を基調とした表紙デザインへ一新

ΑΓಡΈす͘ʂ
●�文字数を減らし、写真やイラストを多く
使用する

●伝えたい情報を絞って掲載
●令和７年５月号からは全面カラーを予定
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表紙に込めた思い

ú ͋いͮΘか·つ議会ͩΑΓ　 þ ɽù ɽø

リニューアルにあたっての検討経過

　写真と文字の間の区切りの波型は、市民
の皆さんと議会が「つながる」ことをイメ
ージしています。また、会津の伝統工芸品
である会津木綿は丈夫で厚みのある質感が
特徴であり、市民とのつながりをより一層
強くしたいという思いを込めています。掲
載する会津木綿の柄は写真に合わせて変更
していきますので、会津木綿の多様な色彩
をお楽しみください。

ご協力いただいた会津木綿の織元の皆さん

株式会社はらっぱ
٢ொ̐൪�5߸

山田木綿織元
ࣣொ11൪̑߸

　ྩ̒年݄̔̑、άラϑΟοクσβΠンのઐ
Ոである会津େֶظେֶ෦　࢈業ใֶՊ　
।ڭतのຊ　խࢯٱをࢣߨにおটきし、広ใࢴ
のσβΠンにͭいてֶͼました。
　ηϛφʔでは、ߨԋいたͩいたϙΠンτを౿ま
えて実ࡍにදࢴҊを࡞しました。

ઐతͳΞυόΠεを͍ͨͩͨ͘Ί
࠵にؔするηϛφʔを։ࢴใ　

　ηϛφʔで࡞したදࢴҊにͭいて、広ใ広ௌ
ҕһ会でさらに検討をॏͶ、̎Ҋにߜりました。

ใௌҕһ会Ͱ͞Βにݕ౼

　ຊઌੜやֶੜのօさΜからのҙݟをߟࢀに広
ใ広ௌҕһ会でٞをॏͶ、࠷ऴ的に今߸のදࢴ
にܾ定しました。

会津大学短期大学部北本ゼミの皆さん
　　　　　ご協力ありがとうございました！

ᾁ�ใௌҕһ会Ͱ͞Βにݕ౼をॏͶɺ
͍ͭに決ఆ

　広ใ広ௌҕһ会で࡞したදࢴҊをもとに、会
津େֶظେֶ෦のຊխٱθϛにॴଐするֶੜ
のօさΜからアυόΠεをいたͩくために、ҙݟ
。しました࠵会を開ަ
˞ いたͩいたҙݟをす͙にөできるよう、ύι
ίン্で࡞業していきました。

ᾀ�会津େֶظେֶ部のֶੜのօ͞Μͱ
ҙަݟ

�

�

北本雅久准教授と北本ゼミの皆さん

議
案
等
の
審
査

討

論

審
議
結
果

賛
否
一
覧

一
般
質
問

議
ձ
͔
Β
の

͓

Β
ͤ

特

集



日新地区での市民との意見交換会の様子（R6.11.14）

第30回

市
内
15
地
区
で
開
催
し
、１
０
９
名
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
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を
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す
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ま
で
市
内
ø5
会
場
で
開
࠵
さ
れ
、
Ԇ

べ
̍
̌
̕
໊
の
օ
さ
Μ
に
ࢀ
Ճ
い
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ͩ
き
ま
し
た
。

今
ճ
の
意
見
ަ

会
は
、
多
く
の

地
۠
で
、
地
Ҭ
ͮ
く
り
に
ؔ
す
る
ς

ồ
Ϛ
で
意
見
ަ

が
行
Θ
れ
、
様
ʑ

な
͝
意
見
が
د
ͤ
ら
れ
ま
し
た
。

࣍
ճ
は
、
̑
݄
の
開
࠵
を
༧
定
し

て
͓
り
、
ৄ
ࡉ
は
議
会
ͩ
よ
り
̑
݄

߸
で
͓
知
ら
ͤ
し
ま
す
。

市のホームページで、今
回の内容も含めた過去の
意見交換会の報告書を掲
載しています。ぜひご覧
ください。

 意見交換会の内容を
もっと知りたいときは

持続可能な地域社会に向けた支援

議会で調査・研究
●�町内会等の団体への市の関与や市から団体への各種要請など、役員の高齢化や役員の減少
を念頭に入れた創意工夫を図った取組を更に検討していく必要がある。

見えてくる現状や問題点
●町内会に加入しない人が増えており、ごみの集積所の管理運営が困難になっている。
●�一部の町内会では、既存の組織の運用や組織同士の連携などにより、地域活動の継続を図る
工夫を行っている。

⃝地区の世帯が大幅に減少した。町内会に加
入していない人もごみ集積所にごみを出すが、
ごみの分別ができておらず１か月間そのまま
だった。町内会費は町内の３分の１の人しか
払っていない。（行仁地区）
⃝地域をこれからどうしていきたいのか、町
内会を頼るだけではなく考えていかなくては
ならない。（行仁地区）

⃝区長会の担い手も不足している状況で協議
会の組織作りは困難。（神指地区）
⃝区長の活動を簡素化することも大切ではな
いか。（神指地区）
⃝町内会の合併を促すことはできないか。（鶴
城地区）
⃝各組織の担い手不足に悩んでいる。（町北・
高野地区）
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環境にやさしい
まちの推進

議会で調査・研究
●�会津若松市ではゼロカーボンシティや脱炭素推進計画を実施しているが、現在進められて
いる背炙山への風力発電施設の開発について、市民から意見が多く挙がっている。議会と
して市民の声に寄り添う必要がある。
●ごみの減量に向けて市と市民の役割分担を改めて考える必要がある。

防災意識の向上

議会で調査・研究
●�自主防災組織を町内会単位というより
は地区、地域全体で考えていく必要が
ある。

見えてくる現状や問題点
●�風力発電については、市の事務事業ではないため議
決案件とはならないが、市民から賛否の意見がある。
●�ごみ減量化の推進が、地域住民に任せきりになって
いないか。

見えてくる現状や問題点
●�自主防災組織の設立には至っていない
町内会がある。
●�同じ地区内でも地域によって発生しや
すい災害の種類が異なり対応に苦慮し
ている。

ＶＯＩＣＥ
今回の意見交換会での主な意見から見えた現状と課題
ҙަݟ会でग़されたҙݟは広ใ広ௌҕһ会でूし、ͦこからݟえてくる現ঢ়や՝をཧし
ています。ここでは、広ใ広ௌҕһ会でཧした՝をհします。これらは今ޙ、֤Պ会の
。Ҋにੜかされていきますཱࡦやڀݚࡦ

風力発電の全体計画そのも
のに反対しているわけでは
ない。（湊地区）

風力発電設置に伴う地域環境の
影響が懸念される。（湊地区）

ごみ処分の有料化は慎重に考え
てほしい。（城西地区）

ごみ減量化と言って
いるが、町内会任せ
になっている。町内
会だけではなく、市
でも本気になって対
策を考えなくてはな
らないと思う。
（行仁地区）

⃝災害が起きた時に住民情報の把握やインフ
ラの点検を行っているのか不安。（東山地区）
⃝今後も自主防災組織が活動していくために
は補助金等の支援が重要。（大戸地区）
⃝地区によって危機感に温度差があり、自主
防災組織の組織化は進んでいない。（河東地区）

風力発電の問題
について、議会
で議題になって
いないのではな
いか。（東山地区）

地域公共交通の
利便性向上

議会で調査・研究
●�M

マ イ ラ イ ド

yRideどこでもバスの市内全域での
運行については、運転手不足の問題な
どもあるが、地域の公共交通の在り方
を含めて考えていく必要がある。

見えてくる現状や問題点
●�M

マ イ ラ イ ド

yRideどこでもバスの運行範囲の課
題
●将来的な交通手段の在り方

M
マ イ ラ イ ド

yRideどこでもバス
の範囲を広げてほしい。
（神指地区、城西地区）

小規模特認校に大
戸地区以外から通
う児童・生徒の交
通費を補助してほ
しい。（大戸地区）
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˞�ҕһؒ討ٞʜදܾの前にٞҊに対して、దなઆ明、ܾٞをՌたすため、
ٞһಉ࢜でࣗ༝に討ٞを行うことをいいます。
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令和６年12月定例会議の審査内容
　1�݄定例会ٞは、1�݄̑から�0までの1�間で開࠵されました。ここでは、
入湯税の税を定的にҾき্͛るʮ会津若松市税例の一෦をվਖ਼する例ʯや市
場使用ྉのܰݮをਤるためのʮ会津若松市公設地方Էച市場例の一෦をվਖ਼する
例ʯをத৺におえします。
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い
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全
て
の
事
業
に
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と
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て
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あ
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今
後
、
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　ྩ̓年10݄̍からྩ
1�年݄̕�0までの10年間
の特例措置として、入湯税の
税をߦݱの���ԁ͔Β���
ԁにҾ্͖げる。入湯税のҾ
্͛にͭいては、会津若松
市温泉地域活性化基金にੵΈ
ཱて、会津若松市温泉地域景
観創造ビジョンアクションプ
ランに基ͮいて౦ࢁ温泉ٴͼ
Ἑϊ温泉Ͱ実施する、؍ܠ
मܠ事業の資金に充てΒΕる。

ճ改正する条例の概要ࠓ

委
員
間
討
議

૯

委
員
会
ʹ
͓
͍
ͯ
、

的
税
で
あ
る
入
湯
税
の
׆

用
の
在
り
方
を
論
点
に
、委※

員
間
討
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

ܭ
ը
ظ
間
で
あ
る
ø0
年
間
の
う
ͪ
に
֓
ࢉ
事
業
費

の
ൣ
ғ
内
で
事
業
が

ྃ
す
る
の
か
見
通
ͤ
な
い
。

ܠ
؍
म
ܠ
事
業
に
入
湯
税
が
׆
用
さ
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
྆
Թ
ઘ
の
՝

解
決
に
向
け
た
取
組
が

ਪ
進
さ
れ
る
と
ظ

で
き
る
。

委
員
間
討
議
で
の
意
見

入
湯
税
は

的
税
で
あ
り
、
入
湯
税
を
ݪ
ࢿ
と
す

る
会

ए
দ
市
Թ
ઘ
地
Ҭ
׆
ੑ
化
基
金
を

ॳ
の


的
Ҏ
֎
に
使
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

委
員
間
討
議
の
結
果

入
湯
税
を
ݪ
ࢿ
と
す
る
基
金
を
ॆ

す
る
事
業
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、

的
を
໌
確
に
し
、
事
業
内
༰
や
事
業

費
を
ਫ਼
ࠪ
す
る
な
ど
、
৻
重
に
運
用
し
て
い
く
べ
き
で
あ

る
と
の
ڞ
通
ೝ
ࣝ
に
ࢸ
り
ま
し
た
。

ͦ
の
݁
Ռ
、
࠷
ऴ

の
ຊ
会
議
で
ෟ
ଳ
決
議
（
７
ϖ
ồ

δ
上
ࢀ
র
）
が
提
Ҋ
さ
れ
、
ࢍ

૯
員
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

議案第10�号　会津若松市੫条例の一部を改正する条例
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　目的税である入湯税は、幅広く使えるものではなく、入湯税を原資とする会
津若松市温泉地域活性化基金を当初の目的以外に使うことがあってはならない。
また、入湯税の特例措置の延長を前提に運用するのではなく、設定した10年間
で事業が執行されるよう、明確に運用するべきである。
　よって、会津若松市温泉地域景観創造ビジョンアクションプランに定める事
業において、入湯税を原資とする会津若松市温泉地域活性化基金を充当する事
業については目的を明確にし、事業内容や事業費を精査するなど、その実施に
あたっては慎重に運用していくよう求める。

※
今
定
例
会
議
で
は
、
入
湯
税
の
引
き
上
げ
分

を
積
み
立
て
る
会
津
若
松
市
温
泉
地
域
活
性
化

基
金
条
例
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

決議案第２号　「議案第106号　会津若松市税条例の一部を改正する
条例に対する附帯決議」の概要

市
場
施
設
使
用
料
を
改
定
す
る
理
由
は
。

市
場
の
取
扱
数
量
や
取
扱
金
額
が
減
少
傾
向
に
あ

り
、
市
場
内
事
業
者
全
体
の
厳
し
い
経
営
状
況
や
、

（
一
社
）
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
協
会
よ
り
要
望
書

が
提
出
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
場
内
事
業
者
の

経
営
基
盤
の
強
化
と
健
全
か
つ
安
定
し
た
運
営
を
確

保
す
る
た
め
、
市
場
施
設
使
用
料
の
改
定
を
行
い
ま

す
。

一
般
消
費
者
へ
の
市
場
開
放
の
検
討
状
況
は
。

令
和
７
年
度
に
市
場
開
設
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と

を
契
機
と
し
て
、
市
場
を
市
民
に
広
く
知
っ
て
も
ら

う
取
組
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

市
公
設
地
方
卸
売
市
場
の
経
営
展
望

と
市
民
へ
の
開
放

今
後
、
施
設
の
長
寿
命
化
に
よ
る
財
政
負
担
が
生

じ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
将
来
に
向
け
持
続
可
能

な
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
に
、
食
品
流
通
の

多
様
化
に
対
応
し
た
公
設
と
し
て
の
市
場
の
在
り
方

の
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

委
員
間
討
議

産
業
経
済
委
員
会
で
、
将
来
に
向
け
持
続
可
能
な
市
公

設
地
方
卸
売
市
場
の
経
営
展
望
と
市
場
の
市
民
へ
の
開
放

を
論
点
に
、
委※

員
間
討
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

市
民
理
解
の
促
進
に
つ
な
げ
る
取
組
も
重
要
で
あ

り
、
一
般
市
民
や
消
費
者
へ
の
市
場
開
放
を
検
討
す

る
べ
き
で
あ
る
。

委
員
間
討
議
で
の
意
見

委
員
間
討
議
の
結
果

委
員
間
討
議
を
踏
ま
え
、
左
記
の
要
望
的
意
見
を
取
り

ま
と
め
、
議
会
と
し
て
市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

議案第108号　会津若松市公設地方卸売市場条例の一部を改正する条例

問答

　市場は開設から50年を迎える今、施設の長
寿命化への取組も不可欠であり、食品の流通多
様化に対応した公設としての市場の在り方の検
討を進め、将来に向けて持続可能な市場経営基
盤強化のため、経営展望に沿った事業展開を進
める必要がある。また、一般市民や消費者への
市場開放の実現のためには、市場体制を変更、
強化する必要がある。市は、市場内事業者と一
体となって課題解決に向けた検討を進め、市場
の活性化と市民への理解促進につなげるよう要
望する。

ʹࢢ
ཁతҙݟΛఏग़
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陳 情
　1�݄定例会ٞで৹ࠪされたは以Լのとおりです。

陳情第６号　�福島県の自然と景観を大規模な再生可能エネルギー施設開発から守るため、
福島県に法的な整備を求めることについて

陳 情 者 会津の自然と景観を守る会　代表　木村　保幸さん

陳 情 の 内 容
林地における再生可能エネルギー発電施設の設置に係る開発行為について
は、環境影響評価を基に、より一層厳密に運用することなど５点について、
関係機関に働きかけてほしい。

総務委員会
での審査経
過と結果

審査
内容

委員間討議においては、「陳情の要旨は理解できるものの、採決にあたっ
ては陳情事項それぞれについて望ましい在り方を考えていくべきであり、そ
れぞれの根拠を明確にする必要がある」との意見、「会津の自然を守るとい
う面では理解できるものの、再生可能エネルギーについては慎重に検討する
べきである」との意見、「陳情事項については法的な知識が必要であり、さ
らに理解を深めるべきである」との意見などが示され、委員会として慎重に
調査、検討する必要がある、との共通認識に至りました。

結果 審査内容を踏まえ、さらに慎重に審査を進める必要があることから、継続
審査とすべきものと決せられました。

本 会 議 で の
審 議 結 果 続৹査ܧ

陳情第７号　�物価高騰から国民生活を守るため、令和７年度の生活保護基準の引上げを
求めることについて

陳 情 者 会津若松市生活と健康を守る会　会長　田崎　澄子さん

陳 情 の 内 容 物価高騰に見合うよう、令和７年度の生活保護基準を10％以上引き上げ
ることについて、関係機関に働きかけてほしい。

文教厚生委
員会での審
査経過と結
果

賛成
意見

生活保護基準は、国・県・市が福祉施策を行う上での基準にあたるものと
考え、生活保護基準の引上げにより、生活に困っている方々を支える必要が
あると考えることから、本陳情に賛成する。

反対
意見

国は、これまでも生活保護受給世帯を含む低所得世帯を対象に給付金事業
を実施してきたところであり、現在は、生活保護受給世帯を含む住民税非課
税世帯に３万円、子育て世帯には子ども１人当たり２万円を加算して支給す
る経済対策を検討している。全国民が物価高騰の影響を受ける中、国は、生
活保護受給世帯を含む低所得世帯に対し優先的に経済対策を講じていると考
えることから、本陳情に反対する。

結果 本陳情は表決に付された結果、賛成少数をもって不採択とすべきものと決
せられました。

本 会 議 で の
審 議 結 果 ෆ࠾ この内容に関する

討論はP10に掲載
この内容に関する
賛否一覧はP12に掲載
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意見書
　ҙݟॻとは、地方࣏ࣗ๏ୈ��に基ͮき、地方公ஂڞ体の公ӹにؔすることにͭいて、
ٞ会のҙࢥをҙݟとしてまとめたจॻです。ٞ会は、ͦのҙݟॻをࠃ会またはؔ行ி
に提ग़することができます。今定例会ٞで可ܾされたҙݟॻの༰は、࣍のとおりです。
なお、̧̦ίʔυから、市のϗʔϜϖʔジでҙݟॻのৄࡉを確ೝできます。

総括質疑
　૯ׅ࣭ٙは、提ग़されたٞҊに対し࣭します。1�݄定例会ٞで૯ׅ࣭ٙを行ったٞһは以Լの
とおりです。࣭ٙの様ࢠは23ίʔυからࢹௌできます。

内ւɹ基 ٞһ
まͪのڌඋ事業費
ʢྩ̒年一般会ิܭਖ਼༧ࢉʣ΄か

ৡɹོ ٞһ
ਫాར活用ਪ進事業費
ʢྩ̒年一般会ิܭਖ਼༧ࢉʣ΄か

原ాɹढ़ ٞһ
会津若松市温泉地域活性化基金例　
΄か

令和７年２月定例会議の日程
　ຊ会ٞはޕ前10࣌から、ҕһ会はޕ前̕�0࣌から開࠵されます。
なお、ఔは変更になる場߹があります。࠷৽のใはϗʔϜϖʔジなͲで͝確ೝくͩ

さい。

内ֳ૯理େਉ、૯େਉؔؔػへఏग़
˔ɹҙݟॻҊୈ̒߸ɹްੜ金への地ํٞ会ٞһのՃ入を求める͜と
֓要　 ࠃ民の幅広いからのࢀ࣏Ճや地方ٞ会にお͚る多様なਓࡐ確อの観から、ްੜ年金

への地方ٞ会ٞһのՃ入のための๏උをૣٸに実現すること。

ాɹ๕༤ ٞһ
市৬һのڅ༩にؔする例の一෦を
վਖ਼する例



ø÷

特

集

議
案
等
の
審
査

審
議
結
果

賛
否
一
覧

一
般
質
問

議
ձ
͔
Β
の

͓

Β
ͤ

討

論

議案第98号　令和６年度会津若松市一般会計補正予算（第６号）

 ର
譲矢　隆 議員

　本予算には県立病院跡地の子どもの遊び場を核とした公共施設のみを分
離発注により整備するための増額補正が提案されていますが、市民や議会
に対して説明してきた基本計画は、収益施設も一体的に整備する内容で
す。市民への説明もなく計画を変更するものであり本予算を認めることは
できないことから反対します。

ࢍ 
内海　基 議員

　県立病院跡地について子育て環境の充実化は少しでも早く図られるべき
と考えるものの、分離公募にしたことにより、収益施設の誘致について
は、事業費や誘致への関わり方など、新たな疑義も生じており、公募手法
が明確にならなければ、これらの疑義は解消されないと考えるので、収益
施設の公募手法の早期の決定、公表を求め賛成します。

議案第118号　令和６年度会津若松市一般会計補正予算（第７号）
議案第126号　会津若松市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例

 ର
譲矢　隆 議員

　本予算には、市議会議員の期末手当の年間支給月数0.1月分の引上げが
盛り込まれています。しかし、物価高騰で、市民、とりわけ子育て世帯や
高齢者の暮らしは大変厳しい状況になっています。必ずしも従う必要のな
い県の人事委員会勧告のとおりに議員の報酬を引き上げることは、市民の
理解が得られないと考え反対します。

議案第126号　会津若松市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例

 ର
内海　基 議員

新型コロナウイルス感染症や物価高騰などの影響で市民が苦しい生活を
強いられている中で、議員の期末手当を引き上げることは市民理解を得ら
れません。さらに政治とカネの問題が世間を騒がせている中では、余計に
不信感を招くことになると考えます。政治不信を払しょくする前に期末手
当を引き上げるべきではないと考えるため反対します。

議案第118号　令和６年度会津若松市一般会計補正予算（第７号）
議案第119号　令和６年度会津若松市水道事業会計補正予算（第３号）
議案第126号　会津若松市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例
議案第127号　特別職の職員の給与に関する条例及び会津若松市上下水道事業管理者の給与に

関する条例の一部を改正する条例

 ର
原田　俊広 議員

これらの議案は、市長と市特別職、そして議員の一時金を、県人事委員
会の勧告通り引き上げる内容ですが、市民生活は急激な物価高騰の影響の
中でかなり落ち込み、暮らしがギリギリの方が増えています。その中で市
民から付託を受けた議員と市長、そして特別職等の手当の引上げは、多く
の市民の理解と共感が得られないと考え反対です。

陳情第７号　物価高騰から国民生活を守るため、令和７年度の生活保護基準の引上げを求める
ことについて

 ର
中川　廣文 議員

物価高騰による生活保護受給世帯の生活の窮状は認識していますが、生
活困窮世帯への経済的支援はこれまでも優先的に図られてきました。また、
一人当たり月額1,000円の生活保護費特例加算の継続と、新たな500円の
引上げも検討されており、現段階では国の対応も含め冷静に見極める必要
があることから反対します。

ࢍ 
原田　俊広 議員

本陳情は、急激な物価高騰の影響を最も厳しく受ける生活保護世帯の保
護基準を、物価高騰に見合うよう10％以上引き上げることを、国に働き
かけてほしいというものですが、この急激な物価高騰の中、生活保護世帯
はもう削るところがないほど追い込まれ、このままでは低所得者の命と健
康も守れません。よって本陳情には賛成です。

12月定例会議で行われた討論
　討は、දܾの前にٞになっているҊ݅に対し、ࢍか対かのࣗݾのҙݟをද明することを
いいます。1�݄定例会ٞでࢍ൱がかれたҊ݅のうͪ、ຊ会ٞで討があったものをࡌܝしていま
す。
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ٞҊ ໊݅ ݁Ռ
ୈ��߸ Ｒ６市一般会計補正予算（第６号）

ݪ
Ҋ
Մ
ܾ

ୈ��߸ Ｒ６市水道事業会計補正予算
（第２号）

ୈ���߸ Ｒ６市下水道事業会計補正予算
（第２号）

ୈ���߸ Ｒ６市国民健康保険特別会計補正
予算（第４号）

ୈ���߸ Ｒ６市観光施設事業特別会計補正
予算（第２号）

ୈ���߸ Ｒ６市扇町土地区画整理事業特別
会計補正予算（第２号）

ୈ���߸ Ｒ６市介護保険特別会計補正予算
（第３号）

ୈ���߸ Ｒ６市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第３号）

ୈ���߸ 市税条例の一部を改正する条例
ୈ���߸ 市温泉地域活性化基金条例

ୈ���߸ 市公設地方卸売市場条例の一部を
改正する条例

ୈ���߸ Ｒ６市一般会計補正予算（第７号）

ୈ���߸ Ｒ６市水道事業会計補正予算
（第３号）

ୈ���߸ Ｒ６市下水道事業会計補正予算
（第３号）

ୈ���߸ Ｒ６市国民健康保険特別会計補正
予算（第５号）

ୈ���߸ Ｒ６市観光施設事業特別会計補正
予算（第３号）

ୈ���߸ Ｒ６市扇町土地区画整理事業特別
会計補正予算（第３号）

ୈ���߸ Ｒ６市介護保険特別会計補正予算
（第４号）

ୈ���߸ Ｒ６市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第４号）

ୈ���߸ 市議会議員の議員報酬等に関する
条例の一部を改正する条例

ୈ���߸

特別職の職員の給与に関する条例
及び会津若松市上下水道事業管理
者の給与に関する条例の一部を改
正する条例

ୈ���߸ 市職員の給与に関する条例等の一
部を改正する条例

ٞҊ ໊݅ ݁Ռ

ୈ���߸ 市庁舎整備建築工事請負契約の一
部変更について

Մ

ܾ

ୈ���߸ 市庁舎整備空気調和設備工事請負
契約の一部変更について

ୈ���߸ 市庁舎整備給排水衛生設備工事請
負契約の一部変更について

ୈ���߸ 市庁舎整備電気設備工事請負契約
の一部変更について

ୈ���߸ 市庁舎整備情報設備工事請負契約
の一部変更について

ୈ���߸ 市庁舎整備雁木及び駐輪場等建築
工事請負契約の一部変更について

ୈ���߸ 市湊しらとり保育園の指定管理者
の指定について

ୈ���߸ 市河東農村環境改善センターの指
定管理者の指定について

ୈ���߸ 城前団地更新住宅第５棟新築工事
請負契約の一部変更について

ใࠂ ໊݅ ݁Ռ
ୈ��߸ 監査の結果報告について

ʢྃঝʣ
ୈ��߸ Ｒ６一般会計補正予算（第５号）

の専決処分について

ঝೝ ໊݅ ݁Ռ
ୈ��߸ 教育委員会委員の任命について ಉҙ

ܾٞҊ ໊݅ ݁Ռ

ୈ̎߸ 議案第106号　市税条例の一部を
改正する条例に対する附帯決議

原Ҋ
可決

ҙݟॻҊ ໊݅ ݁Ռ

ୈ̒߸ 厚生年金への地方議会議員の加入
を求めることについて

原Ҋ
可決

 ໊݅ ݁Ռ

ୈ̒߸

福島県の自然と景観を大規模な再
生可能エネルギー施設開発から守
るため、福島県に法的な整備を求
めることについて

続ܧ
৹査

ୈ̓߸
物価高騰から国民生活を守るため、
令和７年度の生活保護基準の引上
げを求めることについて

ෆ࠾
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審
議
結
果

12月定例会議に提出された議案等とその審議結果
賛否が分かれた案件はアϛか͚にしており、ࢍ൱一ཡは、1�ϖʔジにࡌܝしています。

˞ٞҊ໊தのʮྩ˓年ʯにͭいてはʮ̧˓ʯ、ʮ会津若松市ʯはʮ市ʯとදهしています。
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賛
否
一
覧

※　○は賛成　●は反対　討は討論がなされた案件
※　議長（清川雅史）は採決に加わらない
※　会派名の略称は次のとおり　共⇒日本共産党　社⇒社会民主党・市民連合　夢⇒夢クラブ

賛否の一覧
　これ以外のҊ݅は、શ会一கで可ܾされています。

会派名　　
議員名

議案等名

議決
結果

反
対:

賛
成

市民クラブ フォーラム会津 公明党 創風あいづ 立憲連合 共 社 夢
平
田

久
美

中
川

廣
文

柾
屋
奈
津
子

長
谷
川
純
一

髙
橋

義
人

小
畑

　
　
匠

小
倉
孝
太
郎

大
竹

俊
哉

清
川

雅
史

石
田

典
男

笹
内

直
幸

内
海

　
　
基

長
郷
潤
一
郎

古
川

雄
一

渡
部

　
　
認

大
島

智
子

奥
脇

康
夫

大
山

享
子

吉
田

恵
三

村
澤

　
　
智

横
山

　
　
淳

髙
梨

　
　
浩

丸
山
さ
よ
子

松
崎

　
　
新

原
田

俊
広

譲
矢

　
　
隆

成
田

芳
雄

ٞҊୈ��߸
令和６年度会津若
松市一般会計補正
予算（第６号）

原案
可決 24：２ ○○○○○○○○- ●○○

討
○○○○○○○○○○○○○●

討
○

ٞҊୈ���߸ɹ
令和６年度会津若
松市一般会計補正
予算（第７号）

原案
可決 24：２ ○○○○○○○○- ○○○○○○○○○○○○○○○●

討
●
討
○

ٞҊୈ���߸ɹ
令和６年度会津若
松市水道事業会計
補正予算（第３号）

原案
可決 25：1 ○○○○○○○○- ○○○○○○○○○○○○○○○●討○○

ٞҊୈ���߸ɹ
会津若松市議会議
員の議員報酬等に
関する条例の一部
を改正する条例

原案
可決 22：４ ○○○○○○○○- ●○●

討
○○○○○○○○○○○○●

討
●
討
○

ٞҊୈ���߸ɹ
特別職の職員の給
与に関する条例及
び会津若松市上下
水道事業管理者の
給与に関する条例
の一部を改正する
条例

原案
可決 25：１ ○○○○○○○○- ○○○○○○○○○○○○○○○●

討
○○

ٞҊୈ���߸
会津若松市職員の
給与に関する条例
等の一部を改正す
る条例

原案
可決 25：１ ○○○○○○○○- ○○○○○○○○○○○○○○○○○●

ୈ̓߸
物価高騰から国民
生活を守るため、
令和７年度の生活
保護基準の引上げ
を求めることにつ
いて

不採択 10：16 ●●
討
●●●●●●- ●●●○●●●●●○○○○○○○

討
○○

ҙݟॻҊୈ̒߸
厚生年金への地方
議会議員の加入を
求めることについ
て

原案
可決 21：５ ○○○○○○○○- ●○●●○○○○○○○○○○○○●●



一般質問の
映像の視聴は
こちらから

令和６年12月定例会議の一般質問は、12月９日から11日まで行われ、22名の
議員が登壇しました。
今回の12月定例会議では、会派に所属する議員を代表して市に質問する代表

質問も行われました。市の様々な課題等について、議員が自身の提案も含めて市
に考えを聞く「一般質問」。その内容を要約してお知らせします。

＼もっと知りたい「ギカイ」の「ギモン」／

Q
「代表質問」
は、そのほか
の質問と何が
違うの？

A 代表質問は、交渉会派（所属議員が３人以
上いる会派）の代表者が、会派の考えを踏
まえ、市の政策について質問します。質問
時間は個人質問の場合は20分以内ですが、
代表質問は25分以内で、市が答弁する時間
は含まれません。本市議会では12月定例会
議で代表質問を行います。

øú ͋いͮΘか·つ議会ͩΑΓ　 þ ɽù ɽø

市政　ここ
4 4

が聞きたい

一｜般｜質｜問

ɹɹྩ݄̓̑にڙ用։࢝となる৽ிࣷの૭ޱҊ内業は、
̖̞ࡌのΞόλʔ͕ߦい、場߹によって৬һ͕αϙʔτす

るようͰす͕、ޙࠓ、どのような૭ޱ業͕σδλϧ化͞Ε·す
͔。
　　現在、खଓきφビシεςϜからਃするʮॻかない૭ޱʯ、

ΩϟοシϡϨεܾࡁαʔビεによるʮ現金の要らない૭ޱʯ、
のͽったりαʔビεやίンビχަαʔビεをར用して、དྷࠃ
ிͤͣΦンラΠンでのਃやূ明ॻަができるʮ行かない૭ޱʯ
のͭࡾのࢹから૭ޱ業のσジλϧ化に取り組Μでいます。ま
た、ͪ࣌間をগなくし、དྷி࣌間を事前にΦンラΠン༧でき
るʮདྷி༧αʔビεʯもಋ入しており、Ҿきଓきརศ性の্
とखଓきのෛ୲ܰݮをਤっていきます。

問

答

˝そのଞの࣭߲目
ɾ�市ॴ৬һのਓࡐϚ
ωδϝϯτ

ɾ�市民のෛୗにԠ͑る
市

ɾ�͝ Έٸۓ事ଶએݴの
݁Ռ

˝�ಈըはҎԼの̧̦ί
ʔυ͔Β

行 ・
財 政 市民に寄り添う市役所づくり

市民Ϋϥϒ
ද࣭者ɹେɹढ़࠸ ٞһ
石田典男　清川雅史　大竹俊哉　小倉孝太郎　小畑 匠　
髙橋義人　長谷川純一　柾屋奈津子　中川廣文　平田久美

市のホームページに掲載されている
手続きナビシステムのリンク
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øû

ɹɹଟくの͝Έは資ݯ化Ͱ͖るのと͑ߟ·す͕、ຊ市の೩やͤ
る͝Έのྔはな͔な͔ݮΒないঢ়گにあΓ·す。͝Έのผ

とੳはे͔、市のೝࣝをい·す。
　　ྩ̒年ୈ࢛̏ظまでの可೩͝Έ組ੳから、೩やͤ

る͝Έのதに、Ոఉからग़たࢴݹ、プラενοク༰ثแ
、ݹணの資ݯが߹Θͤて15ˋ、事業ॴからग़たࢴݹが���ˋ
ؚまれるとਪܭしており、さらなる೩やͤる͝Έのྔݮが可と
ೝࣝしています。
　これまでもઌ進࣏ࣗ体のڀݚを通してࡶがΈのผపఈに͚
たอାのશށやݹணのڌճऩなͲに取り組Μできたとこ
Ζであり、今ޙも、ઌ進࣏ࣗ体をߟࢀにした資ݯ化品目の֦େな
Ͳをڀݚしながら、資ݯのผਪ進による೩やͤる͝Έのྔݮ
化に取り組Έます。

問

答

˝そのଞの࣭߲目
ɾࡒ݈શ化
ɾϚΠφϯόʔΧʔυ
ɾਫಓ事業
ɾಇ͖ํվֵ
ɾڅ৯費ແঈ化
ɾࡾ�ຊ松地域のԚછ
のॲ理ରࡦ

˝�ಈըはҎԼの̧̦ί
ʔυ͔Β

生 活
環 境 燃やせるごみ減量への取組は

ϑΥʔϥϜ会津
ද࣭者ɹڷɹ५一 ٞһ
渡部 認　古川雄一　長郷潤一郎　内海 基　笹内直幸

ɹɹ৽たな૯߹ܭըのࡦఆに向けて若者とのҙަݟを௨͡た·
ͪͮくΓへのࢀըとҙݟのөについて、͑ߟを͓ࣔしくͩ

͞い。
　　市のਓޱಈଶは�0、�0の若者のసग़աがਓݮޱগ

の要Ҽの一ͭであることから、若者にʮॅΈଓ͚たいʯとࢥ
っていた͚ͩるよう、ʮڷѪをҭΉまͪͮくりʯをܭըࡦ定の
。の一ͭにҐ置͚ましたࢹ
　ྩ̓年にはߍߴੜやࢠҭてੈ、若いੈの方ʑを対
としたϫʔクショοプの開࠵を༧定しており、市のັྗや՝
にͭいてҙަݟを行うとともに、提Ҋされたҙݟを৽たな૯
、あるいは取組としてөさͤࢹしてのॏ要なࡍ定にࡦըܭ߹
ていきます。

問

答

˝そのଞの࣭߲目
ɾ�έपลެڞ施ઃ
ར活用ߏについて

ɾཱݝ�පӃ地ར活用
事業について

˝�ಈըはҎԼの̧̦ί
ʔυ͔Β

新たな総合計画への若者意見の反映は

෩あいͮ
ද࣭者ɹ٢ాɹࡾܙ ٞһ
横山 淳　吉田恵三　村澤 智

ごみの現状や減量化等の情報を掲
載する情報紙「へらすべぇ」

新たな総合計画の策定に向けたキック
オフ講演会（R6.7.21開催）　行 ・

財 政
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øü ͋いͮΘか·つ議会ͩΑΓ　 þ ɽù ɽø

ɹɹ࣍を୲う若いੈにରしてຊݑࠃ๏のฏ精ਆの理೦を
どのようにめてい·す͔。·た、࣍Ҏ߱のऔをい

·す。
　　市は、Ӭٱฏのため、ຊݑࠃ๏のฏਫ਼ਆに基ͮき、ত
�0年݄̔̒にʮ֩ฌثഇઈฏ市ʯをએݴしました。

以߱、ඃര地へのதֶੜݣや、தֶߍなͲでのඃര体ߨݧの
開࠵、広ౡɾ長࡚原രඃࣸࡂਅύωϧ展、ϑΟϧϜ্ө会なͲの
取組を通して、若いੈに対し、ฏに対するҙࣝの্をਤっ
てきました。
ྩ̓年以߱にͭいてもฏҙࣝのৢをਤり、֩ฌثഇઈ
ฏ市એݴのཧ೦を確ݻとしてܧঝし、Ӭٱฏの確ཱに͚
た取組を೪り強くܧଓしていきます。

問

答

˝そのଞの࣭߲目
ɾ݈શなࡒ運営
ɾࢠҭてࢧԉの充実
ɾ�θϩΧʔϘϯγςΟ
と͝Έのྔݮ化

ɾ�σδλϧ化Ͱ地域ͮ
くΓ

˝�ಈըはҎԼの̧̦ί
ʔυ͔Β

核兵器廃絶平和都市宣言を推進

߹࿈ݑཱ
ද࣭者ɹɹ松࡚ɹ৽ ٞһ
松崎 新　丸山さよ子　髙梨 浩

ɹɹʢԾশʣあいͮっ͜ϓϥβ、ʢԾশʣ市民ϗʔϧ、֎Πϕϯ
τ場は、市民や֤छஂ体͕ར用しやすいΈとなるよ

う検討してい·す͔。
　　現在、市民のօさまがར用しやすくなるよう、۩体的な使用

方๏やखଓきの在り方を検討しています。
ɹɹ市民͕しΈやすい໊শのެืやΠϝʔδΩϟϥΫλʔは検

討してい·す͔。
　　ѪশとΠϝʔジΩϟラクλʔの公ืを検討します。

ɹɹʢԾশʣあいͮっ͜ϓϥβのจ化活ಈஂ体のൃදの場やίϯ
αʔτ会場としての活用は検討してい·す͔。

　　ίンαʔτはԻのൃੜをうことから、னٳΈや間、ٳ
のར用を検討しています。

問

答

問

答

問

答

˝そのଞの࣭߲目
ɾ�͝ Έྔݮରࡦ

˝�ಈըはҎԼの̧̦
ίʔυ͔Β

行 ・
財 政 市民が利用しやすい新庁舎へ

ެ明ౘ
ද࣭者ɹେࢁɹࢠڗ ٞһ
大山享子　奥脇康夫　大島智子

新庁舎の南東から見たイメージパース図

被爆体験伝承講話（R6.7.4 第四中学校）行 ・
財 政
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ɹɹٳظ業ؒظதに͜どΫϥϒの։ॴ࣌
ؒをૣめる͜とを検討してい·す͔。

　　放՝ࣇޙಐࢧԉһの置や施設のར用方
๏なͲの՝があることから、ؔؔػ

とٞڠを行い、৻ॏに検討します。
ɹɹٳظ業ؒظதに͜どΫϥϒͰห当を

จͰ͖るΈを検討してい·す͔。
　　長ٳظ業ظ間தのこͲもクラϒでのன食

提ڙは、事をするอޢ者の体的ɾ࣌
間的ෛ୲のܰݮにͭながるものとೝࣝしてい
ます。҆શཧや経費
୲の在り方、ࢧԉһ
ෛ୲૿なͲཧすべき
՝もあるため、ଞࣗ
なͲのگ体の実施ঢ়࣏
ใऩूにめます。

問

答

問

答

教 育
文 化

こどもクラブの充
実に向けた取組を

市民クラブ

ฏాɹٱඒ ٞһ

ɹɹܭըの基ຊํのઃఆؒظを��とした
理༝をい·す。

若松のओたる施設であるఱकֳ࢙　　
は、ݐ࠶から50年をえたことから、ྩ

̐年にେنな長寿命化事を実施しま
した。このことから、େنվमが必要とな
る基४を50年と定し、設定しています。
ɹɹܭըの事業費��ԯԁのݯࡒと、ݯࡒ確

อに向けてఱकֳ入場ྉのվఆを検討し
ているの͔い·す。
　　ఱकֳをؚΉ観ޫ施設のྉ金ऩ入や若松

උ基金からの܁入金をݯࡒとして
活用します。ఱकֳ入場ྉվ定にͭいては、
今ޙのҡ࣋ཧ費用やཱྀ行者のχʔζに対応
するための事業費も必要とߟえていることか
ら、ؔ者とٞڠしૣظに検討していきます。

問

答

問

答

産 業
経 済

若松城跡内施設
長寿命化計画とは

フォーラム会津

෦ɹೝ ٞһ

ɹɹ地域ࣾ会͕一体となってதখɾখنا
業のৼڵをਤる͜とを目的に、ฏ��

݄̐̍に施ߦした会津若松市தখا業ٴ
ͼখنا業ৼڵྫୈ��に基ͮいて։
業ະان業ɾখاする、会津若松市தখ࠵
来会ٞʢҎԼʮະ来会ٞʯという。ʣのޙࠓ
のํ向性をࣔしてくͩ͞い。
　　ະདྷ会ٞでは、ࢀՃいたͩくօ様とதখ

く現ঢ়や՝ר業を取りان業やখا
をٞڠしながら、ͦのղܾに͚た方ࡦを検
討しています。
今ޙもܧଓ的に開࠵することがॏ要である
とೝࣝしていることから、会ٞの設置のझࢫ
を౿まえ、これまでとಉ様に会ٞにࢀՃされ
るօ様とともに取り組Μでいきます。

問

答

未来会議の今後の
方向性

夢クラブ

ాɹ๕༤ ٞһ

産 業
経 済

ɹɹྩ̑のਫચ化ੈࡁଳׂ߹は����ˋ
Ͱす͕、උはܭը௨Γ進ΜͰい·す͔。

·た、ޙࠓのඋのݟ௨しについてい·す。
　　これまでのଓੈଳの実を౿まえると、

֓Ͷॱௐに進Μでいるものとೝࣝしてい
ます。また、今ޙもܧଓしてීٴ活ಈを進め
ていきます。
ɹɹެڞԼਫಓのීٴに向け、Լਫಓྗڠһ

を૿һしてはい͔͕Ͱす͔。
　　まͣは現在の体制で、ޮ的な๚やۈ

体制のݟしを検討します。
ɹɹੜֶ֔श૯߹ηϯλʔલͰҟष͕ൃੜし

ているਫ࿏͕あΓ·す͕、ޙࠓのରԠ
をい·す。
　　্流෦のਫ࿏のঢ়گもؚめて、原Ҽをௐ

ࠪしていきます。

問

答

問

答

問

答

建 設
都 市

公共下水道事業に
ついて

公明党

Ԟɹ߁ ٞһ
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øþ ͋いͮΘか·つ議会ͩΑΓ　 þ ɽù ɽø

ɹɹຊ市の市民εϙʔπ施ઃྫと市ެԂ
ྫに͓けるεϙʔπ施ઃと༧ํ๏を

。い·す
　　市民εϙʔπ施設例はڭҭҕһ会がॴ

し、市民;れあいεϙʔπ広場の̏施
設なͲをؚΉ̕ܭ施設です。市公Ԃ例は
設෦がॴし、市ཧの�1έॴの公Ԃのうݐ
ͪ、会津૯߹運ಈ公Ԃ、έ公Ԃの̒έ
ॴで、あいͮٿ場をは͡め多のεϙʔπ施
設があります。༧は一෦の施設をআき、公
でड͚ޱ会の૭ڠ施設༧シεςϜとಉڞ
͚ています。
ɹɹଟ目的αοΧʔɾϥάϏʔ場のؒর明
。い·すをگのઃஔについて検討ঢ়۩ث

　　র明ث۩のϦʔε対応をؚめ、設置にͭ
いて検討ɾௐࠪします。

問

答

問

答

市民のためのスポ
ーツ施設について

市民クラブ

ੴాɹయஉ ٞһ

ɹɹ֤地۠のֶߍやެ民ؗのࡏΓํについ
て、ެڞ施ઃ࠶ฤϓϥϯのܭըؒظͰあ

るྩ̔·Ͱに地۠ॅ民との検討をどの
ように進め·す͔。
　　市民のօ様と࣌間をか͚ながら検討して

おり、ྩ̕年以߱も市民と公ڞ施設
にؔするใをڞ༗しながら、কདྷの地域の
公ڞαʔビεや地域活ಈのڌとしての公ڞ
施設の在り方なͲにͭいて検討を進めます。
ɹɹֶߍなどの地域のத֩を୲っているެڞ

施ઃのഇࢭは、地域ίϛϡχςΟʔその
ののرബ化や地域課題の૿େにつな͕る͜
と͕༧͞Ε·す͕、ݟ解をい·す。
　　কདྷ的には౷ഇ߹もؚめた࠶ฤやଞの施

設とのෳ߹化を検討する方ですが、地
域とҙަݟが必要とߟえています。

問

答

問

答

今後の公共施設の
在り方は

立憲連合

∁སɹߒ ٞһ

ɹɹ市ֶཱߍのಛผࣨڭのΤΞίϯઃஔঢ়گ
と体ҭؗへのΤΞίϯઃஔの検討ঢ়گを

。い·す
　　特ผࣨڭのΤアίンにͭいては、Իָࣨ

やਤॻࣨなͲには設置ࡁΈです。また、
ྩ̒年からはཧՊࣨのΤアίンະ設置ߍ
のղ消を進めており、今ޙもܭը的な設置に
めます。なお、体ҭؗへのΤアίン設置は
՝が多く、現࣌での設置はࠔであると
ೝࣝしています。
ɹɹྩ̔のٳの෦活ಈの地域への

શҠߦに向けた課題をい·す。
　　ຖिに活ಈできる会場の確อ、ࢦಋ者

のϩʔςʔション体制の確ཱといった՝
があり、՝ղ消にܭ͚ը的に取り組Μ
でいます。

問

答

問

答

教 育
文 化

平等な学校教育環
境について

フォーラム会津

内ɹ ٞһ

ɹɹྺ࢙資ྉηϯλʔ·な͜のలࣔ内容の
充実などのվળをਤる͜とͰ、よΓັྗ

的Ͱڭҭ的な施ઃにൃలͤ͞る༨地͕あると
。い·す解をݟす͕、市の·͑ߟ
資ྉηンλʔまなべこではʮઌਓに࢙ྺ　　

ಌれ、ڷにތりをֶͭ࣋ͼの場ʯをί
ンηプτに、会津のられ͟るҒਓや市のྺ
。จ化をかりやすくհしています࢙
今ޙも、よりޮՌ的な展ࣔ方๏やاըを

Ҿきଓき検討し、ղઆελοϑのݚमのॆ
実をਤります。
˝そのଞの࣭߲目
ɾ�会津·つΓやϲϋʔϑϚϥιϯେ会ࢀ
Ճ者と地域ॅ民とのަྲྀを促進するऔ

問

答

教 育
文 化

歴史資料センター
まなべこの改善

市民クラブ

ຝɹಸ津ࢠ ٞһ

教 育
文 化
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øÿ

ɹɹਆࢦ地۠とߴ地۠のެަڞ௨ۭന地域
にରする市のೝࣝとޙࠓのରࡦをい·

す。
　　྆地۠には地۠をॎஅするװઢಓ࿏を定

定࿏ઢとする࿏ઢόεが運行していま࣌
すが、όεఀからのڑがあるूམもあるこ
とをೝࣝしています。
公ަڞ通ۭന地域のղ消に͚、市の公ڞ
ަ通ܭըに基ͮき、࿏ઢόεの࠶ฤや地域ॅ
民との࿈ܞによる地域ަ通の運行なͲ、地
域の実ଶに応͡たҠಈखஈの在り方をॅ民の
օさΜとڞに検討していきます。

問

答

公共交通空白地域
への対応

市民クラブ

খാɹঊ ٞһ

ɹɹྩ̓༧ࢉฤํͰは、一ൠݯࡒ
のの一ൠ͕લൺͰϚΠφε���

ˋとなってい·す。事業費͕ݮる͜とͰ、市
民αʔϏεはԼし·ͤΜ͔。
　　֤෦ہのϚωジϝンτにೃછまない経費

にͭいては、経費の性࣭をྀߟして
外経費にしたため、実࣭的に一般がॖখし
たものではなく、必要な事業やαʔビεにӨ
。Μでいますࠐݟがないように事業費をڹ
ɹɹॴಘ税の基ૅ߇আなどのֹ͕���ສԁ͔

Β���ສԁにҾ্͖げΒΕた場߹のຊ市
へのӨֹڹをい·す。
　　Ծにݸਓॅ民税の基ૅ߇আが�5ສԁҾ
き্͛られた場߹は、�0ԯԁఔのݮ

ऩとなるࢉࢼであり、େきなӨڹがग़ること
が定されます。

問

答

問

答

行 ・
財 政

市の財政について

フォーラム会津

ɹ༤一ݹ ٞһ

ɹɹબ۠ڍのׂ۠Γ͕ม͞ߋΕてॳめてのऺ
ٞӃٞһ૯બڍͰした͕、ථにどう

Өڹし·した͔。
　　બ۠ڍのׂ۠りが変更となった15ݝ
のථは̍ݝをআいてԼしましたが、

ׂ۠り変更がථへ༩えたӨڹを検ূする
ことはࠔであるとೝࣝしています。
ɹɹࠓճのظલථのׂ߹のม化を͓ࣔし

くͩ͞い。
　　前ճのऺӃબとൺֱし、શථ者にお
͚るظ前ථ者のׂ߹は����ϙΠン

τ૿Ճしました。
ɹɹظલථॴを૿ઃす͖ͰはあΓ·ͤ

Μ͔。
　　ೋॏථのࢭの՝があり、現࣌

で৽たな施設のબ定にࢸっていまͤΜ。

問

答

問

答

問

答

行 ・
財 政

第50回衆議院議員
総選挙の総括

市民クラブ

தɹኍจ ٞһ

ɹɹཱݝපӃ地ར活用事業に͓いて、ެڞ
施ઃとऩӹ施ઃ͕ެืになった場߹、

͜Ε·Ͱ市民にઆ明して͖た内容とେ͖くม
Θってし·うと͑ߟ·す͕ݟ解を͓ࣔしくͩ
͞い。
　　事業の公ืのख๏にͭいては、民間事業

者からのҙݟなͲも౿まえ、ʮ一体公ืʯ
からʮ公ڞ施設のઌ行උʯへݟしました
が、ར活用にる基ຊ的なߟえ方や༰に変
更はなく、これまでとಉ様にʮཱݝපӃ地
ར活用基ຊܭըʯに基ͮき取組を進めていき
ます。
˝そのଞの࣭߲目
ɾΥʔλʔ 111の進ḿঢ়گ
ɾ会津地域ྛ資ݯ活用事業ਪ進ٞڠ会
ɾөըを活用した݈ͮ߁くΓ

問

答

県立病院跡地利活
用の方向性

フォーラム会津

内ւɹ基 ٞһ

行 ・
財 政

行 ・
財 政
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øĀ ͋いͮΘか·つ議会ͩΑΓ　 þ ɽù ɽø

ɹɹϓ˞ϨίϯηϓγϣϯέΞのਪ進と、ϓϨ
ίϯνΣοΫγʔτの活用についてい

·す。
　　কདྷの৷にඋえて݈߁ཧをॆ実さͤ

るプϨίンηプションέアをਪ進するこ
とは、若いੈの݈߁を૿進し、より݈શな
৷やग़࢈のػ会を૿やし、ੈ࣍のࢠͲも
たͪの݈߁のためにॏ要ͩとೝࣝしています。
また、νΣοクシʔτのใをは͡め、現在
のࣗの݈߁ঢ়ଶにͭいて確ೝできるよう市
ϗʔϜϖʔジへࡌܝし、पしていきます。
ɹɹ৷લの性ײછや෩しΜなどの検査費

用のॿについてい·す。
　　市は�0ࡀからのٶࢠᰍがΜ検、̝̥̫

ϫクνンछ、෩しΜ߅体検ࠪとϫクν
ンछ費用をॿしています。

問

答

問

答

健 康
福 祉

プレコンセプショ
ンケアの認識は

公明党

େౡɹஐࢠ ٞһ

ɹɹຊ市のϚΠφϯόʔΧʔυとϚΠφอݥ
ূのอ༗ঢ়گをい·す。

　　ྩ̒年10݄࣌で、ϚΠφンόʔΧ
ʔυのอ༗は����ˋ、ϚΠφอূݥの

ొׂ߹はࠃ民݈߁อݥで����ˋ、ྸߴظޙ
者ҩྍで���0ˋです。また、ྩ̒年݄̕
ݥอ߁民݈ࠃのར用はূݥでϚΠφอ࣌
で�1�1ˋ、ྸߴظޙ者ҩྍで����ˋとなって
います。
ɹɹϚΠφอূݥのొはҙͰあるため、

をར用する͜とબূݥอ߁の݈ࡏݱ
Ͱ͖るようにす͖ͰはないͰす͔。
　　ϚΠφอূݥをอ༗していないਓは現在

の݈߁อূݥを༗ޮݶظまで使用でき、
ͦのޙもΘりとなる資֨確ೝॻでこれまで
Ͳおりҩྍؔػをडできます。

問

答

問

答

健 康
福 祉

現在の健康保険証
は残すべきです

日本共産党

原ాɹढ़ ٞһ

˞ϓϨίϯηϓγϣϯέΞʜ৷前のϔϧεέアのこと

ɹɹ౦ຊେࡂやྩ̒能ొౡ地Ͱ
は、ࣗओࡂ৫のଘࡏの重要性͕࠶ೝ

ࣝ͞Εたと͑ߟ·す͕、ຊ市のࣗओࡂ৫
のݱঢ়と課題を͓ࣔしくͩ͞い。
　　現在、市でѲしているࣗओࡂ組৫の
組৫は��組৫あり、ใୡや҆൱確

ೝなͲの܇ࡂ࿅や、د࠷りのආॴへのආ
܇࿅、ࡂग़前࠲ߨのडߨなͲをしています。
一方、ࣗओࡂ組৫のओなߏ組৫となるொ
会は、ਓݮޱগや
化により地域ྸߴ
の୲いख不の
՝があることか
ら、組৫の設ཱにࢸ
らないঢ়گがある
とೝࣝしています。

問

答

自助・共助・公助
に優れたまちに

市民クラブ

୩ɹ७一 ٞһ

生 活
環 境

ɹɹՁߴಅରࡦとして͓ถ݊などをڅࢧし
ている࣏ࣗ体あΓ·す͕、ຊ市のॴ

ಘੈଳٴͼそのଞのੈଳにରするՁߴಅର
。い·すをࡦ
として実施するॅ民税ࡦ対ࡁの૯߹経ࠃ　　

ඇ՝税ੈଳへのڅにͭいては、やか
な実施に͚४උを進めています。Ճのࢧ
ԉやॴಘੈଳ以外のੈଳへのࢧԉにͭいて
は、ࠃɾݝのಈを౿まえ、૯߹的にஅし
ます。
ɹɹϓϨϛΞϜ݊事業を検討してい·す

͔。
が必ࡦىשし、消費ࢹをのಈݝɾࠃ　　

要とஅしたࡍはプϨϛアϜ品݊事業
もؚめ、ޮՌ的なख๏や事業༰にͭいて検
討します。

問

答

問

答

物価高騰等への景
気経済対策は

市民クラブ

খɹଠ ٞһ

健 康
福 祉
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˔ओなҙݟの内容
ҙݟɿ現在の地࢈地消まͭりはʮ市民のങい
の場ʯとしてのଆ໘が強い。ੜ࢈者のऔɾ
いを来場者に͑るため、ࢠでࢀՃできる体
。ίʔφʔを設͚てはͲうかݧ
ҙݟɿあいͮのݫબถʮ"

Ξ Π ρ ϥ Π ε

J;b4�3J$&ʯ͕、ट
ݍへ会津ถを̧̥するという目的がある一
方、市民ೝがいと͡ײられるため、市民
へのਁಁ重要であることから、ࢼ食会のػ
会を૿やしてはͲうか。
ҙݟɿඋถɾඇओ食用ถはͦのੜׂ࢈߹が
の方でࣔされているものの、取り組まないࠃ
Ոが૿えてきている。ੜ࢈者のऩӹ૿େにつ
な͕るよう࢈地ަ金のࡏΓํをߟえて΄しい。

　今ճいたͩいた͝ҙݟは、今ޙのٞ会での༧
のためڵ৹ࠪで活用し、業ৼࢉ৹ࠪɾܾࢉ
にੜかしていきます。

業ৼڵの՝や方ࡦのٞをਂめるため
には、多くのՈが組߹һとしてՃ入している
会津よͭ業ڠಉ組߹の取組をཧղし、Ո
の現ঢ়をѲする必要があるため、ྩ̒年̓
݄�1にಉ組߹のօさΜとのҙަݟ会を開
。しました࠵

˔ҙަݟ会のςʔϚ
　ʓ 現在市とともに取り組Μでいる事業へのධ

Ձと՝
　ʓ 会津よͭ業ڠಉ組߹ʮୈ̎࣍地域業

ৼܭڵըʯにͭいて

ୈ̏Պ会
ʢ࢈業経ࡁҕһ会ʣ

会津よつ
業ڠಉ߹

分野別
意見交換会

×

ù÷

ɹɹ市は、ࡀ��Ҏ্の一ਓΒしੈଳやങい
ɾௐ理͕ࠔなํにରして๚څ৯α

ʔϏεを実施してい·す͕、αʔϏεのࡏΓ
ํをどのようにೝࣝしてい·す͔。
　　現在̒事業者がαʔビεを提ڙしていま

す。市શ域にୡ可な事業者がݶら
れているため、対応できる事業者を૿やして
いくことが望ましいとೝࣝしています。
ɹɹࡏݱはୡ۠域֎Ͱある、Տ౦地۠やື

地۠にαʔϏεをඞ要としているํは
い·す。市民͕ར用しやすい事業となるよう
検討してい·す͔。
　　ຊ事業をよりޮՌ的に実施するためには、

より多くの事業者のࢀՃによるୡΤϦ
アの֦େがॏ要であるとೝࣝしており、事
業者の体制もؚめ検討していきます。

問

答

問

答

健 康
福 祉

訪問給食サービス
の充実について

社会民主党・市民連合

ৡɹོ ٞһ

特

集

議
案
等
の
審
査

討

論

審
議
結
果

賛
否
一
覧

一
般
質
問ớ
ݸ
ਓ
Ờ

　ʮ市ॴใελジアϜʯで市ٞ会の
ใをൃ৴しています。࣍ճの放ૹは݄̏Լ
०を༧定しています。放ૹはܾまり࣍ୈ、
市のϗʔϜϖʔジでおらͤします。

ճ内容ʜ�̎࣍˔ ݄定例会ٞの݁Ռ
のおらͤ

˔ ࣈ൛のٞ会ͩより、のٞ会ͩよりも
ൃ行しています。͝ر望の方はٞ会事
。までおらͤくͩさいہ

˔ のٞ会ͩよりは市ٞ会ϗʔϜ
ϖʔジでもฉくことができます。

議
ձ
͔
Β
の

͓

Β
ͤ

点字・声の議会だより

エフエム会津



˔ҙަݟ会のςʔϚ
　ʮຊ市のಓ࿏ҡ࣋ཧの在り方ʯ
　ʓຊ市の通年にお͚るಓ࿏ҡ࣋ཧの՝
　ʓ ຊ市でのಓ࿏ҡ࣋にるแ̍˞ׅ的ཧख๏の

活用の可性

˔ओなҙݟの内容
ҙݟɿྸߴ化でআઇंのΦϖϨʔλʔʢ運సखʣ
なͲのりखが不している্、ۙ年のಇき方
վֵのӨڹでやૣேのग़ಈ体制を確อする
ことがしくなってきている。
ҙݟɿ市のಓ࿏ҡ࣋ཧはখ̎˞ֹ事で行ってい
るものが多いため、ՁߴಅのӨڹでできる
事がݶられてきている。খֹ事の金ֹ要݅を
؇した方がޮ的になるとࢥう。

ҙݟɿݐ設業者のഇ業なͲもग़࢝めているத、
แׅ的ཧख๏は༗ޮなख๏とࢥうが、今の会
津若松市でಋ入するためには、行と事業者と
でेなٞڠをしていく必要がある。

今ճいたͩいた͝ҙݟは、今ޙのٞ会での༧
৹ࠪなͲに活用し、市のಓ࿏ཧがよࢉɾܾࢉ
りよいものとなるようੜかしていきます。

　ྩ̒年݄̏̕に、市のಓ࿏のআや݀ຒめ、আઇなͲにܞΘる会津若松市ݐ設業組߹のօ
さΜとผҙަݟ会を開࠵しました。

分野別
意見交換会

ୈ̐Պ会
ʢݐઃҕһ会ʣ

会津若松市
×߹ઃ業ݐ

ùø ͋いͮΘか·つ議会ͩΑΓ　 þ ɽù ɽø

˞̍ɹ�แׅ的理ख๏ʜಓ࿏なͲのΠンϑラのཧにͭいて、あらか͡めΤϦアや
。定して、民間事業者なͲにҕୗする方๏のことࢦ業༰を࡞

˞̎ɹখֹ事ʜ市がൃするݐ設事のうͪ、一定の要݅ʢ༧定Ձ֨が50ສԁະ
ຬ、ٸۓ性があるなͲʣをຬたした場߹にखଓきを؆ུ化できる事のこと。

⁅
ࡂ

࣌
ͳ
Ͳ
Ͱ

ٞ
会
活
ಈ
͕
Ͱ
͖
る


Έ
ͮ
͘
Γ
⁆

ٞ
会
ӡ
Ӧ
ҕ
һ
会

ߦ

ௐ
ࠪ
ใ
ࠂ

会
ٞ
の
Φ
ϯ
ϥ
Π
ϯ
化

৽
ܕ
ί
ϩ
φ

Π
ϧ
ε
ײ
છ

は
、

地
方
議
会
׆
ಈ
に
も
େ
き
な
Ө
ڹ
を
༩

え
、
ຊ
市
議
会
に
͓
い
て
も
、
৽
ܕ
ί

ϩ
φ

Π
ϧ
ε
ײ
છ

に
よ
り
議
員
が

会
議
を
ܽ
੮
ͤ
͟
る
を
ಘ
な
い
事
例
が

ෳ
数
ճ
ൃ
生
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、
ࠃ
か
ら
地
方
議
会
の
委

員
会
に
つ
い
て
Φ
ϯ
ϥ
Π
ϯ
の
方
๏

（
Π
ϯ
λ
ồ
ω
ỽ
τ
に
よ
り
ө
૾
と
Ի


を
確
ೝ
す
る
方
๏
）
に
よ
り
開
࠵
で

き
る
と
の
見
解
が
ࣔ
さ
れ
ま
し
た
。

ͦ
こ
で
Φ
ϯ
ϥ
Π
ϯ
の
方
๏
に
よ
る

委
員
会
の
運
営
に
つ
い
て
、
令
和
̒
年

ø0
݄
øý

に
ҵ

ݝ
取
ख
市
議
会
、
令

和
̒
年
ø0
݄
øþ

に
౦
ژ

立

市
議

会
の
取
組
事
例
を
ௐ
ࠪ
し
ま
し
た
。

ま
ͣ
、
取
ख
市
議
会
で
は
、
議
会
׆

ಈ
に

ใ
通
৴
ٕ
ज़
を
積
ۃ
的
に
׆
用

す
る
取
組
を
進
め
て
͓
り
、
ί
ϩ
φ
Ւ

に
͓
け
る
Φ
ϯ
ϥ
Π
ϯ
の
方
๏
に
よ
る

委
員
会
の
開
࠵
を
は
じ
め
と
し
、
ࢹ


や
市
民
と
の
意
見
ަ

会
な
ど
で
も
Φ

ϯ
ϥ
Π
ϯ
を
׆
用
し
て
い
ま
し
た
。

࣍
に
、
立

市
議
会
で
は
、
ҭ
ࣇ
や

հ
ޢ
な
ど
の
場
߹
に
、
Φ
ϯ
ϥ
Π
ϯ
の

方
๏
に
よ
り
委
員
会
へ
出
੮
す
る
こ
と

を
ೝ
め
て
͓
り
、
実
ࡍ
に
ҭ
ࣇ
を
理
༝

と
し
て
Φ
ϯ
ϥ
Π
ϯ
の
方
๏
に
よ
り
出

੮
し
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
例
を
ࢀ
考
に
し
て
、
ײ

છ

ま
Μ
Ԇ
࣌
や
ࡂ

࣌
な
ど
に
͓
い

て
も
議
会
が
׆
ಈ
で
き
る

組
み
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

特

集

議
案
等
の
審
査

討

論

審
議
結
果

賛
否
一
覧

一
般
質
問

議
ձ
͔
Β
の

͓

Β
ͤ

取手市（R6.10.16、
左の写真）と立川市
（R6.10.17、上の写
真）での調査



ùù

地
域
แ
ׅ
έ
Ξ
γ
ε
ς
Ϝ
の
औ


地※

Ҭ
แ
ׅ
έ
Ξ
γ
ε
ς
Ϝ
の
取
組
を
ௐ

ࠪ
す
る
た
め
に
、
令
和
̒
年
７
݄
øÿ

に
、

౦
ژ

多
ຎ
市
を
๚

し
ま
し
た
。

多
ຎ
市
で
は
、
ಛ
に
地
Ҭ
έ
Ξ
会
議
が


Μ
で
、
Τ
Ϩ
ϕ
ồ
λ
が
設
ஔ
さ
れ
て
い

な
い
ஂ
地
に
ॅ
み
、
Ҡ
ಈ
の
ࠔ

さ
に
よ

り
σ
Π
α
ồ
Ϗ
ε
の
ར
用
が
で
き
な
い
՝


な
ど
に
対
し
、
地
Ҭ
έ
Ξ
会
議
で
内
༰

を
ڞ
༗
し
、
ࣗ

ݰ
ؔ
か
ら
ं
ಓ
ま
で
հ

ॿ
す
る
ࢧ
ԉ
α
ồ
Ϗ
ε
を
࢝
め
た
事
例
が

あ
り
ま
し
た
。
ຊ
市
で
も
地
Ҭ
έ
Ξ
会
議

が
行
Θ
れ
て
い
る
と
こ
Ζ
で
あ
り
、
さ
ら

な
る
地
Ҭ
แ
ׅ
έ
Ξ
γ
ε
ς
Ϝ
の
ॆ
実
に

向
け
て
、
今
後
ௐ
ࠪ
ݚ
ڀ
を
進
め
ま
す
。

খ
த
一
؏
ڭ
ҭ
の
औ


地
Ҭ
と
࿈
ܞ
し
た
খ
த
一
؏
ڭ
ҭ
の
取

組
を
ௐ
ࠪ
す
る
た
め
、
令
和
̒
年
７
݄
øĀ


に
、౦
ژ

ࡾ
ୋ
市
を
๚

し
ま
し
た
。

ࡾ
ୋ
市
で
は
、
ߍ
ࣷ
は
ผ
に
あ
り
な
が

ら
、
全
て
の
খ
ɾ
த
ֶ
ߍ
で
খ
த
一
؏
ڭ

ҭ
を
行
っ
て
͓
り
、
୯
ݩ
の
લ
後
ؔ

を

意
ࣝ
し
た
त
業
ͮ
く
り
や
ࢠ
ど
も
の
ൃ
ୡ

ஈ
֊
に
応
じ
た
対
応
に
つ
い
て
ڭ
৬
員
の

理
解
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
地
Ҭ

ॅ
民
が
ֶ
Ԃ
の
方

を
ঝ
ೝ
、
ධ
Ձ
し
、


事
者
と
し
て
ủ
ࢠ
ど
も
を
通
Θ
ͤ
た
い

ֶ
Ԃ
ͮ
く
り
Ứ
に
取
り
組
Μ
で
い
ま
す
。

ຊ
市
で
は
、ủ
地
Ҭ
と
と
も
に
あ
る
ֶ
ߍ

ͮ
く
り
Ứ
を
理
೦
に
全
て
の
ֶ
ߍ
で
ί
ϛ

ỿ
χ
ς
ỹ
ɾ
ε
Ϋ
ồ
ϧ
を
ಋ
入
し
、
ٛ


ڭ
ҭ
ֶ
ߍ
（
Տ
౦
ֶ
Ԃ
と
ື
ֶ
Ԃ
）
で
の

খ
த
一
؏
ڭ
ҭ
や
、
少
ਓ
数
ڭ
ҭ
を
生
か

し
た
খ
ن

ಛ
ೝ
ߍ
（
େ
ށ
খ
ɾ
த
ֶ
ߍ
）

が
࢝
ま
る
な
ど
、
ಛ
৭
あ
る
ڭ
ҭ
が
行
Θ

れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
ࢠ
ど
も
た
ͪ

に
と
っ
て
の
࠷
ద
な
ڭ
ҭ
ɾ
ֶ
श

ڥ
の


උ
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
ௐ
ࠪ
ݚ
ڀ
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

⁅
࣋
ଓ
Մ

ͳ
地
域
ͮ
͘
Γ
ͱ
ެ
ڞ
施
設
Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ
τ
⁆

૯

ҕ
һ
会

ߦ

ௐ
ࠪ
ใ
ࠂ

࣋
ଓ
Մ

ͳ
地
域
ͮ
͘
Γ

ொ
内
会
な
ど
の
地
Ҭ
が
担
う

ׂ
や
地

Ҭ
運
営
組
৫
の
在
り
方
、
ま
た
、
行
政
で

も
ॅ
民
で
も
な
い
ୈ
ࡾ
者
に
よ
る
த
間
ࢧ

ԉ
組
৫
の
ௐ
ࠪ
の
た
め
、
令
和
̒
年
７
݄

øý

に
ؠ
ख
ݝ
一
ؔ
市
を
๚

し
ま
し
た
。

一
ؔ
市
で
は
、
̣
̥
̤
๏
ਓ
に
த
間
ࢧ

ԉ
の
機
能
を
委
ୗ
し
て
͓
り
、
地
Ҭ
を
ࢧ

ԉ
す
る
市
৬
員
の
ਓ
員
ෆ

を
解
消
で
き

る
ϝ
Ϧ
ỽ
τ
が
あ
る
一
方
で
、
市
民
が
市

に
対
し
て
ڑ

を
ײ
じ
る
場
߹
が
あ
る
と

い
っ
た
՝

も

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

ࢀ
考
に
、
ຊ
市
に
͓
け
る
望
ま
し
い
த
間

ࢧ
ԉ
組
৫
の
在
り
方
や
地
Ҭ
へ
の
ࢧ
ԉ
に

つ
い
て
ௐ
ࠪ
を
進
め
ま
す
。

ެ
ڞ
施
設
Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ
τ

ݱ
在
、
公
ڞ
施
設
の
多
く
が

ٺ
化
し

て
͓
り
、
施
設
の
ݐ
ସ
え
に
は
多
額
の
費

用
が
か
か
り
ま
す
が
、
ਓ
ޱ
減
少
な
ど
に

よ
り
今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
見
ࠐ
ま

れ
ま
す
。
ͦ
の
た
め
、
公
ڞ
施
設
を
૯
߹

的
な
ࢹ
点
か
ら
ޮ

ྑ
く

උ
、
༗
ޮ
׆

用
し
て
い
く
公
ڞ
施
設
Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ
τ
の

取
組
を
ௐ
ࠪ
す
る
た
め
、
７
݄
øþ

に
ؠ

ख
ݝ

Ԭ
市
を
๚

し
ま
し
た
。


Ԭ
市
で
は
、
公
ڞ
施
設
に
ؔ
す
る
ܭ

ը
の
த
間
見

し
を
行
っ
た
݁
Ռ
、
ڭ
ҭ

委
員
会
ؔ
࿈
施
設
の
取
組
の

れ
が

立

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
重
点
的
な
取
組
と

し
て
、
খ
ɾ
த
ֶ
ߍ
ߍ
ࣷ
の
安
全
対
ࡦ
の

ૣ
ظ
実
施
や
、
খ
ɾ
த
ֶ
ߍ
の
ϓ
ồ
ϧ
施

設
の
在
り
方
の
見

し
、
民
間
׆
ྗ
の
ಋ

入
に
よ
る
ޮ
Ռ
的
な

උ
ख
๏
の
検
討
、

ෳ
数
施
設
の
ෳ
߹
化
を
ਪ
進
し
て
い
ま
し

た
。
ਪ
進
に

た
り
、
公
ڞ
施
設
Ϛ
ω
δ

ϝ
ϯ
τ
の
考
え
方
を
市
民
に
対
し
、
܁
り

ฦ
し
ஸ
ೡ
に
周
知
す
る
こ
と
を
େ

に
し

て
い
ま
し
た
。
ຊ
市
の
ݐ

ܥ
公
ڞ
施
設

も
ڭ
ҭ
委
員
会
ؔ
࿈
の
施
設
が
େ

を


め
て
い
る
た
め
、

Ԭ
市
の
取
組
を
ࢀ
考

に
今
後
も
ௐ
ࠪ
を
進
め
ま
す
。

⁅
ڭ
ҭ
ɾ

ࢱ
の
ઌ
ਐ
地
を
ௐ
ࠪ
⁆

จ
ڭ
ް
ੜ
ҕ
һ
会

ߦ

ௐ
ࠪ
ใ
ࠂ

福祉・教育に関する調査研究
（R 6.7.18 多摩市）

公共施設マネジメントの調査
（R6.7.17 盛岡市）

˞�地域แׅέΞγεςϜʜ要հޢঢ়ଶとなっても、ॅΈ׳れた地域でࣗらしいらしをਓੜのޙ࠷まで
ଓ͚られるよう、ॅまいɾҩྍɾհޢɾ༧ɾੜ活ࢧԉが一体的に提ڙされるシεςϜのこと。

特

集

議
案
等
の
審
査

討

論

審
議
結
果

賛
否
一
覧

一
般
質
問

議
ձ
͔
Β
の

͓

Β
ͤ



ùú ͋いͮΘか·つ議会ͩΑΓ　 þ ɽù ɽø


࢈

の
ߴ

Ճ
Ձ

化


࢈

の
ߴ

Ճ
Ձ

化
の
ௐ
ࠪ
の
た

め
令
和
̒
年
７
݄
øþ

に
ؠ
ख
ݝ

Ԭ
市

を
๚

し
ま
し
た
。


Ԭ
市
で
は
、
ৄ
ࡉ
な
市
場
χ
ồ
ζ
ௐ

ࠪ
の
݁
Ռ
を
基
に
ủ
も
り
͓
か
の
食
と


ό
Ϧ
ỿ
ồ
Ξ
ỽ
ϓ
ਪ
進
ઓ
ུ
Ứ
を
ࡦ
定
し

て
い
ま
す
。
ؔ

事
業
者
を
ू
め
た
会
議

で
՝

を
確
ೝ
し
、
定
ظ
的
な
ܭ
ը
の
見


し
を
行
う
な
ど
、
ݱ
状
に
߹
Θ
ͤ
た
取

組
を
行
う
体
੍
を

え
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
ࠃ
内
ॳ
と
な
る
Χ
φ
μ
へ
の
り
Μ
͝

༌
出
を
ࢧ
ԉ
す
る
た
め
、ủ

Ԭ
り
Μ
͝

ϑ
ỻ
Ξ
ɾ
Π
ϯ
ɾ
Χ
φ
μ
Ứ
を
開
࠵
し
た

΄
か
、
༑

ަ
流

市
提
ܞ
を
ௐ
ҹ
し
た



Ֆ
࿇
市
に
͓
い
て
も
り
Μ
͝
ϑ
ỻ
Ξ

を
開
࠵
し
、
市
長
の
τ
ỽ
ϓ
η
ồ
ϧ
ε
を

ؚ
Ή
ւ
֎
༌
出
に

る
̥
̧
׆
ಈ
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

؍
ޫ
地
域
ͮ
͘
Γ
๏
ਓ
ớ
̙
̢
̤
Ờ

の
ઌ
ਐ
త
ͳ
औ


※؍

ޫ
地
Ҭ
ͮ
く
り
๏
ਓ
（
̙
̢
̤
）
の

ઌ
進
的
な
取
組
の
ௐ
ࠪ
の
た
め
令
和
̒
年

７
݄
øÿ

に
ؠ
ख
ݝ
ീ
഼
ฏ
市
を
๚

し

ま
し
た
。

ג
ࣜ
会
社
ീ
഼
ฏ
̙
̢
̤
は
、
؍
ޫ
ி

か
ら
重
点
ࢧ
ԉ
̙
̢
̤
と
し
て
ೝ
定
さ
れ
、

ಉ
社
を
த
৺
に
ઌ
進
的
な
؍
ޫ
地
ͮ
く
り

の
取
組
が
行
Θ
れ
て
い
ま
す
。
ീ
഼
ฏ
市

で
は
、
い
Θ
て
Ֆ
ר
ۭ
ߓ
か
ら
֤
Թ
ઘ
॓

に
ૹ
迎
が
出
て
͓
り
、
ೋ
࣍
ަ
通
の
強
化

が
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
Π
ϯ
ό


ϯ
υ
に
͓
い
て
は
、
Ҡ
ಈ
࣌
間
の

さ

よ
り
も
؍
ޫ
地
と
し
て
の
ັ
ྗ
の
ߴ
さ
を

༏
ઌ
す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、

ా
ۭ
ߓ

か
ら
ീ
഼
ฏ
市
ま
で
の
ό
ε

行
ศ
の
運

ߤ
を
検
討
し
て
͓
り
、
ീ
഼
ฏ
市
よ
り
も


ా
ۭ
ߓ
か
ら
の
ڑ

が
ۙ
い
ຊ
市
に
͓

い
て
も
こ
う
し
た
取
組
と
ൃ
想
は
ࢀ
考
と

な
る
も
の
で
し
た
。

⁅
আ
ઇ

ಓ
࿏
ҡ
࣋
の
औ

を
ௐ
ࠪ
⁆

ݐ
設
ҕ
һ
会

ߦ

ௐ
ࠪ
ใ
ࠂ


ຽ
࿈
ܞ
ʹ
Α
る
আ
ഉ
ઇ
の
औ


ຊ
市
の
আ
ഉ
ઇ


の
解
決
の
ώ
ϯ
τ

を
ಘ
る
た
め
、
令
和
̒
年
７
݄
øÿ

に
੨


ݝ
߂
લ
市
を
๚

し
ま
し
た
。

ݱ
在
、
ຊ
市
で
は
、
ಛ
定
の
Τ
Ϧ
Ξ
に

ෳ
数
の
আ
ઇ
業
者
が
入
る
ủ
໘
的
আ
ઇ
Ứ

の
取
組
を
一
෦
地
۠
で
ࢼ
行
的
に
行
っ
て

い
ま
す
が
、
߂
લ
市
で
は
こ
の
方
๏
と
ಉ

じ
ख
๏
を
市
内
全
Ҭ
ま
で
ن

を
広
げ
実

施
し
て
͓
り
、
よ
り
ޮ

的
で
ޮ
Ռ
的
な

আ
ഉ
ઇ
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
΄
か
、
Τ
Ϧ
Ξ
内
の
আ
ઇ
業
者
に



࿈
བྷ
が
で
き
る
ủ
আ
ઇ
地
Ҭ
૭
ޱ
Ứ

の
設
ஔ
や
、
ઇ
対
ࡦ
に
長
ظ
的
な
ࢹ
点
で

取
り
組
Ή
た
め
の
ủ
߂
લ
市
ઇ
対
ࡦ
૯
߹

ϓ
ϥ
ϯ
Ứ
の
ࡦ
定
な
ど
様
ʑ
な
取
組
が
行

Θ
れ
て
͓
り
、
行
政
と
し
て
আ
ഉ
ઇ
に
向

き
߹
う
࢟

が
େ
ม
ࢀ
考
と
な
り
ま
し
た
。

ಓ
࿏

Π
ϯ
ϑ
ϥ
の
แ
ׅ
త
ຽ
ؒ

ҕ
ୗ
の
औ


ຊ
市
の
ಓ
࿏
ҡ
持
に
ؔ
す
る


解
決

の
ώ
ϯ
τ
を
ಘ
る
た
め
、
令
和
̒
年
７
݄

øĀ

に
ळ
ా
ݝ
େ
ؗ
市
を
๚

し
ま
し
た
。

େ
ؗ
市
で
は
、
ࢦ
定
し
た
Τ
Ϧ
Ξ
の
ಓ

࿏

の

理
を
民
間
事
業
者
に
委
ୗ
す
る

ủ
ಓ
࿏

Π
ϯ
ϑ
ϥ
の
แ
ׅ
的
民
間
委
ୗ
Ứ

に
つ
い
て
、
แ
ׅ
的
民
間
委
ୗ
を
ど
の
よ

う
に
ಋ
入
し
た
か
と
い
っ
た
取
組
内
༰
の

΄
か
、
公
Ԃ
や
Տ

な
ど
を
ؚ
め
た
広
Ҭ

的
ɾ
分

ԣ
அ
的
な

理
を
進
め
て
い
く

ủ
܈
Ϛ
ω
Ứ
の
取
組
な
ど
、
՝

解
決
に

向
け
た
৽
た
な
取
組
を
ௐ
ࠪ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

େ
ؗ
市
は
ຍ
地
の
߽
ઇ
地
ଳ
に
Ґ
ஔ
し
、

取
組
の

݅
な
ど
で
ຊ
市
と
ࣅ
て
い
る
と

こ
Ζ
も
あ
っ
た
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農業・観光振興のため調査研究
（R6.7.18 八幡平市）
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除雪や道路に関する問題解決に向けた調
査（R6.7.19 大館市）

に、観ޫ地域ڞ者と地域ͮくΓ๏ਓʢ̢̙̤ʣʜ地域の多様なؔޫ؍�˞
ͮくりを行うか͡取りとなる๏ਓのことであり、ࠃがೝ定を行う。
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まͪづ͘Γʹついͯٞࢢձʹ
͢Δ͜ͱԿͰ͢かʁQظ

˔ 様ʑなਓがいるதで、例え目がݟえな
いਓやࣖがฉこえないਓがいたとしても、
ͦのਓたͪもա͝しやすい、また、େਓ
でもࢠͲもでもָしめる施設を࡞ったり、
観ޫで会津にきてくれるਓにʮまたདྷた
いʯとࢥってもらえるようなまͪͮくり。
ʢ10உ性ʣ

˔ 若者がここでಇきたい、ॅΈたいとࢥえ
るまͪͮくり。ʢ10ঁ性ʣ

˔ 会津地۠શ体でগࢠ化にͲう対応してい
くのかؾになります。また、会津のར
をݝ外にアϐʔϧし観ޫをり্͛、ߴ
ྸ化になっている業もղܾしな͚れ
い͚ないことが多いとࢥいます。ʢ�0
உ性ʣ

˔ まͪͮくりは必ͣ市民がؔΘっているの
で、ٞ会がͲのようなࢹをେにし、
当ہにえたか、またͦの༰がかる
ようにٞ会ͩよりで市民にえて΄しい。
ʢ�0உ性ʣ

ຊձٞΛௌまͨٞձө૾Λࢹௌ
ͯ͠ͷײΛͩͯ͑͘͞ڭいɻQ

うことは、͝ࢥたͪ市民がٙにࢲ ˔
とにし߹Θれ、ܾまっているΜͩなと、
流れがよくかりました。市民のが会
ٞでしっかりし߹Θれていることにな
るので、市民もҙݟや࣭があれもっ
とੵۃ的にをあ͛たいとࢥいました。
ʢ�0ঁ性ʣ

˔ 今年ٞ会Ϟχλʔになって初めてௌに
行きました。今、会津若松市で会ٞされ
ているٞҊなͲをฉ͚て、これからの会
津をͲうしたらྑいかߟえるྑい࣌間に
なりました。また、֤ٞһさΜのྗを入
れている෦や、หをฉくこともษ強
になりました。ʢ�0உ性ʣ

˔ 多くのҙݟをूめ、ٞを行い、ٞ会の
ཱ場からҙܾࢥ定を行う、ͦの運営され
ている様ࢠを今ճ初めてഈݟしました。
ٞ会Ϟχλʔのׂにͭいてࢲもさらに
ཧղをਂめ、ཱてるようめたいとࢥ
いました。ʢ�0உ性ʣ

議会モニターアンケートの
実施結果をお知らせします

第１回

令和６年８月～10月の期間で実施した議会モニターの皆様へのアンケートでは、44人中
40人から回答をいただきました。今回は、いただいた回答の一部を紹介します。

今回いただいたご意見は、今後の議会運営の参考にいたします。
ご協力ありがとうございました。
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